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～ さぬき市人口ビジョン、第２期さぬき市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民参画    ・市民アンケート（H30 年度実施）結果 

・まち・ひと・しごと創生有識者会議委員（市内在住者等） 

・パブリックコメント（実施期間：R2年 1月 20 日～2月 18 日） 

 

【 第２期さぬき市まち・ひと・しごと創生総合戦略 】（計画期間：令和 2年度～6年度） 

■ 基本目標１ 「誰もが生き生きと働くことができる環境をつくる」 

目標値  ◇雇用の場の確保と労働環境の充実に対する市民満足度 △1.8 点（H30）→ 0.0 点（R6） 

     ◇市内事業所数 1,917 事業所（H28）→ 1,850 事業所（R6） 

具体的な施策 ○中小企業者の新商品･新サービス開発、販路開拓等の支援や新規創業の創出促進 

○６次産業化や地産地消の推進、トップセールス等による消費拡大･販売利益の向上 

○地域就職サポートセンター等との連携による若者の地元就職の促進  など 

■ 基本目標２ 「さぬき市への人の流れをつくる」 

 目標値 ◇社会動態の人口増減数      △116 人（H30）→ △17 人（R6）  

◇観光地入込客数     384 万 2 千人（H30）→ 403 万人（R6） 

 具体的な施策 ○移住コーディネーターの配置等による受入態勢の充実と相談体制の強化 

        ○都市部に住む住民の継続的な関わりによる関係人口の創出 

        ○観光協会等との連携による観光振興と知名度向上に向けた取組  など 

■ 基本目標３ 「結婚 ・ 出産 ・ 子育ての希望をかなえる」 

 目標値 ◇年間出生数 228 人（H30）→ 250 人（R6） 

     ◇児童生徒 1,000 人当たりの不登校児童生徒数 小 7.7 人、中 37.4 人（H30）→  

小 2.4 人 中 26.8 人（R6） 

 具体的な施策 ○子育て支援ネットワークの構築による安心して子育てできる環境づくりの推進         

○ワーク･ライフ･バランスの実現に向けた市内企業への啓発 

○ふるさと教育の推進やスクールソーシャルワーカーの配置による相談体制の構築   

など 

■ 基本目標４  「生きがいをもって、安心して住み続けられる地域社会をつくる」 

 目標値 ◇患者紹介率   27.6％（H30）→ 30.0％（R6） 

     ◇要介護認定率  20.48％(H30）→ 22.6％（R6） 

 具体的な施策 ○さぬき市民病院での院内助産の採り入れ等による周産期医療の充実 

        ○小さな交流拠点づくりや目的に応じて選択できる公共交通の推進 

○自主防災組織の訓練の推進                 など 

【 さぬき市人口ビジョン 】本市将来目標人口 2060 年 31,000 人 

国立社会保障・人口問題研究所準拠による推計：2060 年の本市人口は 22,930 人（現人口の約 48％）。 

しかし、2015 年時点において 1.32 程度である合計特殊出生率が、2040 年には国民希望出生率 1.80 ま 

で上昇し、社会増減が 2025 年以降±ゼロ（移動均衡）で推移すれば、将来目標人口の維持が見込める。 


